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■

〔農地維持〕 ha ■

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 ■

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 友部地域環境保全の会

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

135 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

135 14.7 38.2 28.2 6 資源向上（長寿命化）

231 活動開始年度 平成 19 年度 活動 19 年目

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 3,428,014 3,619,045

交付金 9,556,920 9,509,400

合計 12,984,934 13,128,445

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 569,500 44,000 排水路等の草刈、泥上げ

外注費 5,779,400 489,500 機場の点検、補修整備

その他支出
（購入・リース費含

む）
3,023,102 2,239,009 草刈機借上料、保険料、文具代、お茶代

持越金（残高） 3,612,932 10,355,936 排水路の底版保護工事、ため池除草などに使用予定

合計 12,984,934 13,128,445

農業者以外
の

構成団体

域内９区（香取・久保下寺・舘古宿・本内・筒塙・五平・鴻巣・宮前・久
保）各地区の高齢者の会、各地区の子供会、友部土地改良区、農事組合法
人おばらの里

地域の概略

【対象地域（大字）：五平、鴻巣、小原、南友部】　
　本地域は、笠間市の中央部に位置し、涸沼前川両岸の土地改良整備され
た水田地帯です。当制度を活用して地域内の農道や水路、農業用施設など
の維持・保全管理、農村環境の整備・向上に資する活動を行っています。

位置図
（市役所が用意します）

長寿命化工事箇所
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◆活動において工夫していること◆

組織名 友部地域環境保全の会 上半期の活動報告

◆令和７年度　上半期の活動報告◆

◆令和７年度　下半期のスケジュール◆

10月 大型トラクターによる草刈作業 ◆今後の展望◆

10月～ 排水路底版コンクリート打設工事発注

12月 水路の泥上げ

　農業者以外の参加もあり、作業に夢中になっ
て事故の無いよう、十分に隣の人との間隔を空
けるよう、巡回し、声掛けをしている。

　交付金を有効に活用し、地域の農地維持・資
源向上、環境保全の活動を維持する。

　更に長寿命化事業に取り組む。

　気候変動の影響を極力軽減するよう配慮し、
農村文化の維持・向上に努める。

写真５

写真１

【時期】年４回実施

【内容】大型草刈機による農道や水路の除草

写真２

【時期】５月

【内容】小学校児童への田植体験指導

写真３

【時期】９月　【内容】地域住民との意見交換等

写真４　なし

【時期】９月　【内容】小学校児童の生物

調査体験は、講師が見つからず中止。

【時期】年２回実施

【内容】全戸総出による涸沼前川の草刈り、清掃作業

【時期】９月

【内容】小学校児童の稲刈り体験指導
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■

〔農地維持〕 ha ■

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 □

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 石沢環境保全組合

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

10 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

10 3 1.3 1.9 0 資源向上（長寿命化）

22 活動開始年度 平成 19 年度 活動 19 年目

石沢区

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 79,262 99,810

交付金 480,000 480,000

合計 559,262 579,810

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 81,000 0

外注費 126,500 139,700 外注による草刈り作業

その他支出
（購入・リース費含

む）
251,952 123,565

チップソー購入
草刈り作業にかかわるお茶代・燃料費
共同利用機械（刈り払い機２台）の修理代

持越金（残高） 99,810 316,545 日当・リース料の精算、景観形成活動の経費等

合計 559,262 579,810

農業者以外
の

構成団体

地域の概略

【対象地域（大字）：湯崎、長兎路】
本地域は、笠間市東部の友部地区・北川根地域に位置し、涸沼川を水源とす
る対象農用地面積が１０haの水田地帯です。

位置図
（市役所が用意します）

生き物調査

植栽
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◆活動において工夫していること◆

組織名 石沢環境保全組合 上半期の活動報告

◆令和７年度　上半期の活動報告◆

◆令和７年度　下半期のスケジュール◆

１０月下旬 景観形成(休耕田へアブラナ種まき) ◆今後の展望◆

１月上旬 総会、地域内で活動状況の報告

２月中旬 作業実績の確認

３月上旬 実績報告書の作成

　５、７、９月の除草作業では、猛暑が予想された
ので、事前に大型除草機械によって除草作業を
行い、当日の作業の軽減を図った。
　特に健康面に配慮して活動している。

　地域農業の懸案事項である「担い手不足」と「農
業者の高齢化」が年々進み、共同作業の参加者
が減少しつつあるので、３０～５０代の地域住民
の参加の促進や機械化による作業の効率化が必
要である。
　今後、作業時の気温が高温になることが予想さ
れるので、作業開始時刻などの検討が必要であ
る。

写真１

【時期】５月、７月、９月

【内容】堤防や道路・水路の法面の除草

作業を行っている。

写真２

【時期】５月、７月、９月

【内容】作業場所の確認、参加者の健康・安全面

への指導助言を行っている。

写真３

【時期】５月、７月、９月

【内容】水路の点検を行っている。

写真４

【時期】７月

【内容】水路の生息生物を網で捕獲し、

生き物の確認・調査を行っている。

写真５

【時期】５月、７月、９月

【内容】対象地域のごみ拾いを行っている。
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■

〔農地維持〕 ha ■

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 ■

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 仁古田ひまわりの会

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

29 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

29 4.8 6.4 3.8 0 資源向上（長寿命化）

51 活動開始年度 平成 19 年度 活動 19 年目

仁古田区、子供育成会、仁古田転作組合、友部土地改良区

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 1,326 1,093,084

交付金 2,052,980 2,042,760

合計 2,054,306 3,135,844

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 382,000 160,000 草刈り、水路の泥上げ参加者への日当

外注費 0 0

その他支出
（購入・リース費含

む）
579,611 424,474

保険料、文具代、お茶代、刈払機の借り上げ料、
砕石・花苗の講入費など

持越金（残高） 1,092,695 2,551,370 大排水路の補修工事等に使用予定

合計 2,054,306 3,135,844

農業者以外
の

構成団体

地域の概略

【対象地域（大字）：仁古田】
　笠間市の東南部に位置し、涸沼川流域沿いに肥沃な耕地が広がる水田地帯
です。物流の面においては常磐自動車道、北関東自動車道が交差しており、
交通の便にも恵まれております。また、地区内全域に霞ヶ浦用水が着水した
ため水不足が解消され、安定的な営農が期待できるようになりました。

位置図
（市役所が用意します）

景観形成

生活環境保全

景観形成

生活環境保全

生態系保全

農用地

パイプライン

農道

ため池

遊休農地

農村環境向上活動

を実施する範囲

協定の対象となる資源

開水路

長寿命計画路線
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◆活動において工夫していること◆

組織名 仁古田ひまわりの会 上半期の活動報告

◆令和７年度　上半期の活動報告◆

◆令和７年度　下半期のスケジュール◆

10月 堤防草刈り ◆今後の展望◆

12月 機場点検

1月 カメムシ防除（芝焼）

1月 施設点検

3月

　大排水路清掃作業と草刈りに参加してくださる
方に日当を支払いする。

　肩掛け草刈り機やチェーンソーなどの技能講習
を若い人達に受講してもらい、取り扱いを習得し
安全に作業ができるようにしたい。

写真１

【時期】4月7日
【内容】機場点検状況

写真２

【時期】4月13日
【内容】仁古田区民とひまわりの会の

　　　　　初総会と行事内容のすり合わせ。

写真３

【時期】7月3日
【内容】大型草刈り機２台で草刈り状況

写真４

【時期】7月6日
【内容】河川堤防の草刈り状況
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■

〔農地維持〕 ha ■

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 ■

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 押辺地区環境保全協議会

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

60.0 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

60.0 16.5 15.6 23.9 9 資源向上（長寿命化）

150 活動開始年度 平成 19 年度 活動 19 年目

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 56,616 306,242

交付金 4,247,520 4,226,400

合計 4,304,136 4,532,642

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 666,000 540,000 草刈り、こさ払い等への参加者の日当

外注費 2,431,000 0 排水路の護岸、護床工事

その他支出
（購入・リース費含

む）
901,453 650,000

お茶、弁当代、事務用品代、種、肥料代、　　　　　　　
機械リース代等

持越金（残高） 305,683 3,162,642 排水路の護岸、護床工事等に使用予定

合計 4,304,136 4,352,642

農業者以外
の

構成団体

上・下押辺区、上・下公民館、下池・田殿池・野口池・白旗池水利組合、
上・下押辺子供会育成会、下押辺高砂会、長寿会、防犯パトロール

地域の概略

 【対象地域（大字）：押辺】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本地域はJR岩間駅から東に４km程、一級河川涸沼川の右岸に位置し、県営ほ
場整備事業岩間地区換地４工区（昭和４０年代後半）によって整備された水
田地帯です。この事業を始める以前は、２つの自治会及び各水利組合が別々
に農業用施設を管理してきました。

位置図
（市役所が用意します）
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◆活動において工夫していること◆

組織名 押辺地区環境保全協議会 上半期の活動報告

◆令和７年度　上半期の活動報告◆

◆令和７年度　下半期のスケジュール◆

10月 揚水機場の点検 ◆今後の展望◆

11月 排水路付近のこさ払い

12月 希少種生息地の草刈り、木道補修

１月
排水路の護床、護岸工事　　　　　　　　　
（長寿命化）

２月 排水路・農道・ため池の野焼き

３月 排水路の泥上げ、補修

　地域住民の方に、活動に対する理解を深めて
もらえるように、のぼり旗を設置し、活動の啓発
を図っている。

　当受益地内において、現在、パイプラインの再整備
を計画し、一部実施に着手し、新設したポンプ設備と
パイプラインで田植えを行いました。これを契機に、担
い手に農地の集積を促進し、耕作放棄地の解消を
図っていく。また、今後も排水路・農道・ため池の草刈
り等の維持管理を継続できるような体制を整備してい
く。地域住民の方に興味をもってもらえるように、休耕
地を利用した「ひまわりの植栽」や「希少種の保全」等
の環境面に配慮した活動を継続して行う。

写真１

【時期】

【内容】

写真２

【時期】

【内容】

写真４

写真５

【時期】

【内容】

【時期】８月

【内容】地域住民の方に注視していただくように、公民

館や県道等にのぼり旗を設置した。また、ため池、水

利施設の付近にも多数設置している。

【時期】６月

【内容】農用地、水路、道路、ため池の点検及

び機能診断を実施した。これを踏まえて、今

年度の実施計画を策定した。

【時期】７月

【内容】希少種保護のための草刈りと、

外来種の駆除及び希少種の監視を

行った。

【時期】４月

【内容】農業者との意見交換会を実施し、

水路・農道・ため池の農業用施設の状

況等を確認した。

【時期】６月

【内容】刈り払い機の安全使用に関する

自主研修を実施した。
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■

〔農地維持〕 ha ■

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 ■

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 岩間上郷地域ホタル増やそうかい

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

175 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

175 27.4 19.9 35.7 7 資源向上（長寿命化）

230 活動開始年度 平成 19 年度 活動 19 年目

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 1,122,710 866,053

交付金 11,388,800 11,336,000

合計 12,511,510 12,202,053

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 1,638,770 764,000 水路・路肩・ため池の草刈り

外注費 8,432,798 349,030 機場保守点検整備・遊休農地整地作業

その他支出
（購入・リース費含

む）
1,579,593 1,413,336 獣害防止電気柵購入・損害保険料・事務用品

持越金（残高） 860,349 9,675,687 用排水路補修工事・どんと焼き交流事業

合計 12,511,510 12,202,053

農業者以外
の

構成団体

自治会（大網・大古沢・駒場・日向・日向内・仲通・長沢・大久保・花園・東組・茅生・
横関・新渡戸・古山）、第１・第５水利組合、消防団第３３分団、子供会（大網・仲通・
東花・新渡戸）、老人会（大網・上郷百寿会・大久保）、上郷うまい米づくり研究会　他

地域の概略

【対象地域（大字）：上郷、下郷】
　本地域は、笠間市の南部に位置し、北・西・南の三方を山で囲まれ、豊潤で清
洌な水と良質な土壌に恵まれた農村地帯です。
　その大半は、県営ほ場整備事業岩間地区（昭和４７年～平成元年）として整備
された地域で、施設老朽化の維持管理とともに、地域資源全体の環境悪化が懸念
されるなか、水利組合やそれぞれの集落等によって管理してきたところです。

位置図
（市役所が用意します）

凡 例

田

畑

ため池

共同活動支援交付金の対象地域

向上活動支援交付金の対象地域

施設の長寿命化のための活 動への支 援

※ 対象 施 設及 び 事業 量 は図 内 に記 載

  水路護床工事
  Ｌ＝１２０ｍ

  水路護床工事　
   Ｌ＝１１０ｍ

  水路護床工事　
   Ｌ＝９０ｍ

  水路護床工事
  Ｌ＝２００ｍ

  水路護床工事　Ｌ＝　６０ｍ
  水路護床工事　Ｌ＝２１０ｍ

  用水路更新工事　
  Ｌ＝２００ｍ
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◆活動において工夫していること◆

組織名 岩間上郷地域ホタル増やそうかい 上半期の活動報告

◆令和７年度　上半期の活動報告◆

◆令和７年度　下半期のスケジュール◆

10月 多面的機能支払交付金事業研修会参加 ◆今後の展望◆

11月 排水路浚渫工事

12月 用排水路の工事（長寿命化）

1月 どんと焼き交流事業

2月 パイプライン洗浄作業

3月 地域内総点検

　事業活動の意義および維持発展を図るため、
地区を代表する区長をはじめ各種団体の長を幹
事として構成し、組織強化を図っている。

　当エリア内で、多面的機能交付金事業による
草刈り共同作業などの参画率が低い状況から、
地域ぐるみで積極的に取り組む輪を拡大してい
きたい。
　また、耕作放棄地解消対策として、担い手育成
（農業生産法人化）を図り、地域エリアを活性化
させていきたい。

写真１

【時期】令和7年4月

【内容】

　計画策定のため、地域内点検

　　　　　　　　　　　　　　　　（ため池）

写真２

【時期】令和7年4月

【内容】

　計画策定のため、地域内点検

　　　　　　　　　　　　　　　　　（用水路）

写真３

【時期】令和7年6月

【内容】

　学校教育等との連携

　　　　　　　（ホタル観賞会）

写真４

【時期】令和7年6月

【内容】
　令和7年度通常総会

写真５

【時期】令和7年8月

【内容】

　　獣害防止電気柵設置
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■

〔農地維持〕 ha ■

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 □

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 土師みずほの会活動組織

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

37.5 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

37.5 19 1.8 9 0 資源向上（長寿命化）

80 活動開始年度 平成 19 年度 活動 19 年目

土師自治会・土師公民館・土師ひゃくしょう塾・土師子供育成会

土師老人会・消防団・消防OB会・土師青年会

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 1,105,516 694,584

交付金 1,800,000 1,800,000

合計 2,905,516 2,494,584

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 0 0

外注費 2,030,252 254,829 法面除草委託費、パイプライン漏水修理、補助ポンプ制御用タイマー取付

その他支出
（購入・リース費含

む）
184,814 74,930 保険料、メダカ池等借地代、文具代、お茶代等

持越金（残高） 690,450 2,164,825 主用水路取水水門の改修工事、排水路陥没改修工事

合計 2,905,516 2,494,584

農業者以外
の

構成団体

地域の概略

【対象地域（大字）：土師】
　本地域は、笠間市の南東部（旧岩間町）に位置し、県単圃場整備事業（昭
和40年代）によって整備された水田地帯です。
　この事業に取り組む前は、農業用施設の管理を水利組合が、ポケットパー
ク等の管理を土師ひゃくしょう塾が行っていました。

位置図
（市役所が用意します）
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◆活動において工夫していること◆

組織名 土師みずほの会活動組織 上半期の活動報告

◆令和７年度　上半期の活動報告◆

◆令和７年度　下半期のスケジュール◆

10月 モチ米の脱穀 ◆今後の展望◆

11月 ソバ刈り、唐箕立て

11月 ポケットパーク花壇の植栽

11月～12月 排水路陥没改修工事

12月 主用水路取水水門改修工事

1月または2月 用水路・農道の法面、堤防の草焼き

・地域の方に活動状況を理解してもらえるように、機関紙「み
ずほの会通信」を年4回発行している。
・農地への竹の繁殖を防ぐため、涸沼川、桜川堤防の竹の
伐採等を行い、農地維持・景観形成に努めている。
・夏期活動中の熱中症対策として、作業開始時間を早くして
いる。

　地域住民の交流の場となっている「敬老祝賀
会」、「お神輿渡御・盆踊り大会」等の行事に積極
的に協力し、地域の活性化に努めている。
　一方、農業者の高齢化・担い手不足が急速に
進んでいる。
　安定した稲作のための具体的な解決策を検討
し、美しい田園風景を維持したい。

写真１

【時期】4月
【内容】水路、農道、農業用施設の診断

および今年度の補修計画を立てた。

写真２

【時期】4月
【内容】水門清掃、補助ポンプ、用水路

の泥上げを行った。

写真３

【時期】5月・7月
【内容】水路、農道の除草を行った。

写真４

【時期】9月
【内容】遊休農地発生防止のためモチ

米を栽培した。

写真５

【時期】年間を通しての維持管理

【内容】景観形成としてポケットパークの植栽・除草、生

態系保全としてメダカ池の除草等を行っている。
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■

〔農地維持〕 ha □

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 □

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 涸沼川三郷会

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

27 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

7.5 3.2 1.2 1 資源向上（長寿命化）

60 活動開始年度 令和 6 年度 活動 2 年目

自治会、土地改良区、消防団　等

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 30,408 199,281

交付金 810,000 810,000

合計 840,408 1,009,281

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 321,500 0 日当は未計上（年度末に精算予定）

外注費 0 0

その他支出
（購入・リース費含

む）
319,778 230,340

保険料、文具代、お茶代など
機器借上げ料は未計上（年度末に精算予定）

持越金（残高） 199,130 778,941 日当・機器借上げ料の精算などに使用予定

合計 840,408 1,009,281

農業者以外
の

構成団体

地域の概略

【対象地域（大字）：手越、南吉原】　
　本地域は、笠間市の西部に位置し、県営ほ場整備事業（昭和５０年代）によって整
備された涸沼川沿いの水田地帯です。
　平成２０年度からこの事業に取り組み、長寿命化工事も行ってきましたが、令和６
年度から活動を農地維持のみとし、対象地区を手越地区と吉原地区として、新体制の
元、活動を再スタートしました。

位置図
（市役所が用意します）
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◆活動において工夫していること◆

組織名 涸沼川三郷会 上半期の活動報告

◆令和７年度　上半期の活動報告◆

◆令和７年度　下半期のスケジュール◆

１月 害虫駆除のための野焼き（予定） ◆今後の展望◆

２月 農業者・地域住民を交えた検討会

３月 構成員への日当支払作業・配布

３月 総会

　 作業従事者が高齢化しており、夏季の作業は
熱中症になる危険があるため、早朝に実施し、
短時間に終了する様にしている。

　 農業従事者の高齢化等に伴い、共同作業の
参加者が減少傾向にある。歯止めを掛ける方策
を、検討したい。

写真１

【時期】　４月 
【内容】　手越・豆田地区

                水門の塗装を 実施した。

写真２

【時期】　４月 
【内容】　原前地区の泥上げを実施した。

写真３

【時期】　６月

【内容】　原前地区

　　　　　 農用地の草刈を実施した。

写真４

【時期】　７月

【内容】　手越・豆田地区

                ため池の草刈りを 実施した。

写真５

【時期】　８月

【内容】　農用地の草刈を実施した。
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■

〔農地維持〕 ha ■

〔資源向上〕 ha km km km 箇所 □

農業者 約 名

◆収入の部（円）◆

組織名 原宿の環境をよくする会

対象農用地 農　業　用　施　設 農地維持

10 開水路 パイプライン 農　道 ため池 資源向上（共同活動）

10 2.1 2.7 1.1 2 資源向上（長寿命化）

34 活動開始年度 平成 20 年度 活動 18 年目

原店１・２区長、宿１・２区長、原店子供会、南友部農事組合法人、

NPO法人ビオトープ天神の里を作る会

令和６年度 令和７年９月末時点

前年度持越・利子等 60,377 81,934

交付金 480,000 480,000

合計 540,377 561,934

◆支出の部（円）◆

令和６年度 令和７年９月末時点 主な支出内容

日当 48,000 49,000 草刈りに伴う日当

外注費 68,200 0 R6実績：パンフレット印刷代

その他支出
（購入・リース費含

む）
342,243 85,565 消耗品及び燃料代など

持越金（残高） 81,934 427,369 大型機械による法面草刈り作業委託などに使用予定

合計 540,377 561,934

農業者以外
の

構成団体

地域の概略

【対象地域（大字）：　南友部　】
本地域は、JR友部駅から北西約1㎞に位置する谷津田地域です。昭和６２年に土地
改良共同施行として整備されました。この圃場を始める前からも原店・宿地区の２
つの自治会がひとつとなり、農業用施設を管理してきましたが、この事業の採択に
より、地域住民や子供会、南友部農事組合法人、NPO法人ビオトープ天神の里を作
る会が一体となって、地域環境を良くすることを目的に組織されました。

位置図
（市役所が用意します）
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